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なないろ指標／心身の健康 なないろ指標／経済的ゆとり つながり指標（地域）

事業番号：8月31日(日)－①

目　的
（何のために）

農業における労働力不足に対応するため、スマート農業の県内での普及を促進
 ①急速に進展するスマート農業技術を駆使できる人材の育成
 ②富山ＲＴＫサービスの提供などによるスマート農機を活用しやすい環境づくり
 ③｢ＲＴＫ＋スマート農機｣で省力化・効率化・高精度化を実践する農業者の拡大

根拠法令等 担当課･係名 農業技術課

事務区分 ☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 山崎　一浩

実施の背景

【事業の必要性 ～人口減少社会への対応、生産方式の転換～】
・農業従事者の減少や高齢化の進行により、農業生産現場における労働力不足が一層深
刻化する中、ロボット、ＡＩ、IoT等の情報通信技術を活用したスマート農業技術を普
及拡大することは、農作業の省力化、効率化、高精度化による生産性の向上により稼げ
る農業の実現につながるとともに、若者にとっても魅力あるカッコイイ産業として新た
な担い手の確保にもつながることが期待される。

【県の取組みの経緯】
・県では2018年度からスマート農機の実用性の検証や、地域・経営体の特性に応じた技
術の現地実証に取り組むとともに、2022年３月に策定した「富山県スマート農業推進方
針」に基づき「スマート農業普及センター」（2021年５月開所）を中心に、農業者や就
農希望者への技術研修や、スマート農業技術の導入を支援してきた。
・さらに、ロボット農機等による自動走行やドローンの自動飛行を行う場合、ＧＰＳ機
能(数メートルの誤差あり）を補完する高精度な位置補正（数センチの誤差）を可能と
するための環境整備が必要であった。
・このため、県が主体となり、民間企業と連携して、2024年６月から「富山スマート農
業高精度位置補正情報サービス」（富山ＲＴＫサービス）を運用し、県内すべての農業
者を対象に高精度な位置補正情報を提供する体制を整えるとともに、サービスを利用す
るためのスマート農機の導入を支援している。

事業シート（概要説明書）

予算事業名 とやま型スマート農業推進事業費 事業開始年度

2025 年度

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

①スマート農業普及センターでの技術研修
・農業者や新規就農希望者を対象とした研修
会や農機実演会等の開催

11,701

関連事業
（同一目的事業等）

・とやま型集落営農スマート農機導入事業(2025年度予算 16,500千円）
　（集落営農法人のスマート農機導入を支援、補助率1/3以内、補助上限額300万円）
・担い手応援！農地管理効率化事業(2025年度予算 10,000千円)
　（リモコン草刈機、自動給水栓等の導入を支援、補助率2/10以内、補助上限額60万
円）

千
円

研修会等予定回数
2025：41回

②富山ＲＴＫサービスの運営
・サービスの運営業務の委託
・サービスの活用方法の研修会の開催

8,000
千
円

サービス利用者数の目標

2025末：100経営体

③自動操舵システム等のスマート農機の導入
経費の補助
（補助率1/3以内、補助上限額83万円）

31,500
千
円

補助事業を活用した
経営体数の見込み

2025末：100経営体

2018年度

上位施策事業名 担当局・部名 農林水産部

事
業
概
要

対　象
(ターゲットとなる県

民等の属性)

農業者数
（個人経営体の農業従事者＋団体経営体の農業従事者）

対象者数（全住民に対する割合）

23,000 人 2.6 ％

実施方法

□直接実施（直営）

☑業務委託 又は □指定管理　（委託先：事業内容①農林水産公社、②(㈱NTT e-Drone）

☑補助金〔直接・間接〕（補助先：農業者 　　実施主体：  　　　 　　　）



事業番号：8月31日(日)－①

事業シート（概要説明書）

予算事業名 とやま型スマート農業推進事業費 事業開始年度

2025 年度

2018年度

2022 年度(決算)

2024 年度 2023 年度 2022 年度

千円

千円 8,242 千円

千円

人 千円

コ
ス
ト

事
業
費

千円

53

千円

千円 1 人 7,378 千円

人

スマート農機累計導入台数（ドローン） 台 676/885 556/885 496/885

自動運転農機（ロボット、自動操舵システ
ム）の累計導入台数（参考） 台 138 79 57

富山ＲＴＫサービスの利用者数

37

2023

965/500

補助事業を活用した経営体数 65

2022 年度年度

人 73

成果目標
（指標設定理由等）

農業従事者の高齢化や担い手不足が深刻化する中、高精度な作業や無人作業が可能とな
るスマート農機の導入台数を目標としている。スマート農機が有効に活用できる1ha以
上の大区画ほ場の整備面積を対象に、水稲の主要三作業（耕起・代かき、田植え、稲刈
り）がスマート農機で行われるようになることを想定し、スマート農機の導入台数を目
標値（2026年度）としている。（富山県スマート農業推進方針の目標値）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト

スマート農機累計導入台数
 ・直進アシストトラクタ
 ・ロボットトラクタ
 ・直進アシスト田植機
 ・ロボット田植機
 ・収量コンバイン

台

1,306/890
  182
   14
  891
   16
  203

1,084/890
  105
   13
  777
   14
  175

868/890
 56
 10
632
 14
156

2024 年度

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

スマート農業研修会の開催 回 54

／

千円

その他の財源の内容 ・研修室使用料（1,000千円）、企業版ふるさと納税(100千円)

一般財源 29,848 千円 33,537 千円 12,113 千円 11,886 千円

スマート農業研修の受講者数 人 1,385/500 877/500

財源

内訳

国補助金の内容
・農業キャリアアップ支援事業(研修)(13,041千円)
・デジタル田園都市国家構想交付金(農機導入支援)(19,452千円)

地方債 千円 千円 千円 千円

国補助金

27,676 千円 34,677 千円 3,537 千円 3,091

その他の財源
（使用料、手
数料など）

1,100 千円 300 千円 485 千円 643

財源合計 58,624 千円 68,514 千円 16,135 千円 15,620

総事業費 58,624 千円 68,514 千円 16,135 千円 15,620 千円

人 千円 人 千円

人件費合計 1 人 7,423 千円 1 人

2025 年度（予算） 2024 年度(決算見込) 2023 年度(決算)

事業費内訳
（2024年度分）

・スマート農業普及センターの運営委託（8,359千円）…①
・富山ＲＴＫサービスの運営委託（3,000千円）…②
・富山ＲＴＫサービスの実演会、研修会の開催（9,744千円）…②
・富山ＲＴＫサービスを活用する農機の導入支援（38,902千円）…③

人
件
費

担当正職員 1 人

事業費合計 51,201 千円 60,911 千円 9,062

1 人 7,0737,603 千円

臨時職員等

7,423 千円 1 人 7,603 千円 1 人 7,073 千円 1 人 7,378

作業時間の短縮（参考資料 5,6ページ）

成果
（目標達成状況）

事
業
成
果

自動操舵37、ドローン22、
トラクタ3、田植機3

直進アシスト：一部自動化
ロボット：無人で自律走行



事業番号：8月31日(日)－①

事業シート（概要説明書）

予算事業名 とやま型スマート農業推進事業費 事業開始年度

2025 年度

2018年度

【事業の評価、課題】
・スマート農機のうちＧＰＳを活用した直進アシスト機能付きのトラクタ・田植機・収
量コンバインについては導入台数が順調に増加している。
・一方で、労働力不足への対応として効果が期待される自動運転農機については、一般
的な機械に比べて価格が３～４割高く、高価であることや、無人走行であっても有人監
視、有人作業が必要であることから、費用に見合った効果を得ることが難しく、県内で
の普及は依然として進んでいないのが現状である。ただし、既存の農機に後付けで自動
運転ができる自動操舵システムについては、導入に約100万円程度の費用が必要となる
ものの、誤差が数センチと作業精度が向上するため、県が運用するＲＴＫサービスの効
果もあり、これまでに108台が導入されている。
・スマート農機の研修・実演会については、参加者の86.8％が「今後も開催してほし
い」と回答しており、新たな技術の進歩に対応した研修機能の充実が求められる。ま
た、自動操舵システムやドローンについては、導入台数が急増しており、事故や近隣住
民とのトラブルを未然に防ぐためにも、農機の安全な操作に関する研修の充実が不可欠
である。

【今後の方向性】
・大学、国、農機メーカーによって、インターネットや人工衛星等を通した遠隔監視で
農作業機械を動かす技術開発が進められており、無人走行の法整備の状況を見ながら、
農業者と連携して、引き続き最新技術の実証を進めていく。
・スマート農機は価格が高く導入コストが障壁となっていることから、ドローンによる
農薬・肥料散布作業の農業支援サービスの活用を進めるとともに、生産性向上に向け
た、ほ場の大区画化や機械作業がしやすい通路幅の確保など、農機の性能を最大限に発
揮できるほ場整備の推進や農機シェアリングなど、1台当たりの稼働面積を増やすため
の農機利用を進めて、導入コストの低減を図る。
・また、高精度位置補正情報サービスについては、農機メーカーによる多様な民間サー
ビス提供に加え、日本の測位衛星である「みちびき」による高精度測位サービスなどの
技術の進歩が急速に進んでおり、今後は利用者の条件に適したサービスが選択されてい
くことが想定される。このため、2024年度から運用している「富山ＲＴＫサービス」に
ついては、2028年を目途に見直しを図る。
・スマート農機の研修については、農機の安全な操作技術に関する研修に加え、普及が
進んでいないスマート農機（ロボットトラクタ等）や、新たに開発された農機に関する
研修・実演、さらにはスマート農機から得られる走行記録や農作物の収量等のデータを
活用した収益性向上や、気象データによる生育予測などを用いた経営戦略の構築などの
デジタルスキルに長けた人材の育成に向けた研修の充実を検討していく。

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

高精度位置補正情報に関する基地局の設置＋運営＋農機補助＋研修について
富山県（2024年度)　 54,244千円　（補助率1/3上限830千円）
宮城県（2022年度)　176,710千円　（補助率2/3上限1,500千円）
福島県（2024年度)　195,279千円　（補助率2/3上限1,500千円）
福井県（2020年度)約120,000千円　（補助率1/2上限18,000千円）
（カッコ内は、農機導入補助分）
スマート農業機械等の実習については、他県は農業大学校等で実施

特記事項
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2025年4月現在 　　　　　＋31％増
ロボットトラクタ　　　1,679～2,015万円
←同等のトラクタ　　　1,301～1,518万円
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2025年7月1日現在 　　　　　＋28％増
無人自動運転コンバイン　　　2,476万円
←同等の普通型コンバイン　　1,940万円

2025年7月1日現在 　＋48％増
ロボット田植機　　　767万円
←同等の田植機　　　518万円
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ロ
ボ

ッ
ト

ト
ラ

ク
タ

・
有

人
機

と
の

同
時

作
業

に
よ

り
時

間
短

縮
・

1
人

で
複

数
の

作
業

ス
マ
ー
ト
農

業
機

械
の

活
用

事
例
（水

田
作
）と

縮
減

効
果

生
育

診
断

・
農

業
用

ド
ロ

ー
ン

・
生

育
診

断
に

基
づ

い
た

栽
培

管
理

、
施

肥
・

追
肥

（
可

変
）

自
動

・
収

量
コ

ン
バ

イ
ン

・
収

量
、

食
味

（
タ

ン
パ

ク
）

値
を

元
に

、
次

年
度

計
画

農
業

用
ド

ロ
ー

ン

・
自

動
又

は
半

自
動

で
の

飛
行

・
自

己
拡

散
型

粒
状

除
草

剤
を

散
布

営
農

計
画

・
経

営
管
理

土
づ

く
り

・
耕

起
・
代

掻
き

無
人

機

有
人

機

田
植
え

収
穫

・
乾

燥
調
製

直
進

ア
シ

ス
ト

（
可

変
施

肥
）

田
植

機

・
初

心
者

で
も

高
い

精
度

・
前

年
の

収
量

デ
ー

タ
等

を
活

用
し

、
可

変
施

肥

経
営

・
生

産
管

理
シ

ス
テ

ム

・
ほ

場
ご

と
の

計
画

、
進

捗
管

理
、

生
産

コ
ス

ト
の

「
見

え
る

化
」

雑
草

・
病

害
虫

防
除

水
管
理

I
C
T
自

動
給

水
栓

・
タ

イ
マ

ー
入

水
や

遠
隔

操
作

で
水

門
の

開
閉

自
動

操
舵

ト
ラ

ク
タ

・
ア

シ
ス

ト
機

能
に

よ
り

軽
労

化
、

初
心

者
で

も
作

業
精

度
の

向
上

生
育

管
理

・
追
肥

（
3
2
%短

縮
・

大
区

画
圃
場

）

（
国
の
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
R
1～

R6
）
の
結
果
に
基
づ
く
、
作
業
時
間
の
縮
減
）

（
1
8
%
短
縮
・

長
辺

5
0
m
以
上
の

圃
場

）

（
8
0
%
短

縮
）

（
3
2
%
短

縮
（

ブ
ー

ム
ス
プ

レ
イ

ヤ
ー
と

の
比

較
）

）
（
2
8
%
短

縮
・

大
区

画
圃
場

）

-5-



ス
マ
ー
ト
農

業
機

械
の

活
用

事
例

（た
ま
ね

ぎ
）と

縮
減

効
果

ロ
ボ

ッ
ト

ト
ラ
ク
タ

・
直

進
ア

シ
ス

ト
機

能
を

利
用

す
る

こ
と

で
作

業
精

度
が

向
上

・
２

う
ね

同
時

成
型

施
肥

大
型

収
穫
機

・
大

型
機

械
の

利
用

に
よ

り
時

間
当

た
り

の
処

理
能

力
増

営
農

計
画

・
経

営
管
理

う
ね

立
て

防
除

農
業

用
ド

ロ
ー
ン

・
自

動
又

は
半

自
動

で
の

飛
行

経
営

・
生

産
管

理
シ
ス

テ
ム

・
ほ

場
ご

と
の

排
水

対
策

や
作

付
品

目
を

区
分

け
し

、
投

入
時

間
や

資
材

コ
ス

ト
を

見
え

る
化

収
穫

か
ん

水

I
C
Tモ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

自
動

給
水
栓

・
か

ん
水

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
「

見
え

る
化

」

自
動

操
舵

付
き
定
植

機

・
ア

シ
ス

ト
機

能
に

よ
り

軽
労

化
、

初
心

者
で

も
作

業
精

度
の

向
上

（
42
%
短

縮
）

（
4
3
%
短

縮
）

定
植

（
1
1
%
短

縮
）

作
業

集
約

・
JA

等
が

中
心

と
な

り
作

業

集
約

す
る

こ
と

で
、

作
業

と
労

働
力

確
保

が
効

率
化

調
製

・
選

別

（
国
の
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
R2
～
R3
・
富
山
市
）
の
結
果
に
基
づ
く
作
業
時
間
の
縮
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機
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ボ
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３
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６
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度
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置
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Ｔ
Ｋ
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富
山
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ー
ト
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業

高
精

度
位

置
補

正
情

報
サ

ー
ビ

ス
（

富
山

R
T
K
サ

ー
ビ

ス
）
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富山スマート農業高精度位置補正情報サービスの紹介

富山スマート農業高精度位置補正情報サービスでは、株式会社
NTT e-Drone Technologyと契約し、国土地理院の電子基準
点並びに、通信キャリア独自サーバーの計算された高精度な位置補
正情報を提供。

RTK基地局

観測情報
農機位置情報

位置補正情報
補正情報
配信サーバ

電子基準点
観測情報

国土地理院
サーバ

電子基準点 各農機具

安価で、簡単に始められるサービス提供

富山RTKサービス（Ntrip方式）
通信方式 インターネット方式

※スマホなどのインターネットに接続できる端末をご自身でご用意
いただく必要があります。

利用料
／1IDあたり

26,400円/年（税込）
初期登録料や基地局設置などの費用は発生しません。

※利用料は毎年1年分（4月1日から翌年3月31日まで）を請求します。
※利用期間中に取消は可能ですが、利用料の払戻及び日割、月割は
行いません。
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RTKの活用効果

活用効果① 誰でも正確な自動運転が可能

ハンドル操作不要で、疲労軽減・作業向上につながる。
一度作業した走行ラインを登録し、
（同じ作業をする際に登録情報を基に）繰り返し自動作業が可能。

〈稲作の場合〉
・畔塗り作業

変則圃場でも形状登録をすることで正確な作業が可能。
・代掻き作業

抜けや重なりの無い効率的な作業が可能。
・田植え作業

ロボット田植え機で作業する場合は、
条合わせも自動で可能。変形田にも重複なく植え付け可。

その他トラクターでは大豆・麦の播種や乾田直播、
ブームスプレイヤーでは防除など様々な場面で活用。

RTK自動操舵と手動操作を比較した実証では、基準線に対する条のばら
つきは自動操舵で＋5.0~9.6cm、手動操作で＋7.1~13.1cmとばらつ
きが大きく、標準偏差も大きくなっている。

活用効果①自動操舵/手動操作比較引用元︓宮城県古川農業試験場資料より抜粋
https://www.pref.miyagi.jp/documents/43845/pamphlet_r5.pdf
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https://www.pref.miyagi.jp/documents/43845/pamphlet_r5.pdf


RTKの活用効果

活用効果③ 臨接条間をより正確に整備

新人でも条の幅を正確に決めて機
械条間をまっすぐにそろえることができ
るため、その後機械を入れて管理す
る際運用が効率的になる。

自動操舵では隣接作業ではなく
ライン飛ばしの間接作業が可能とな
る。間接作業を行うことで旋回時間
は慣行対比65%と短縮。

活用効果② 農業用ドローンの正確な自動航行

GNSSのみを利用して飛行するドローンの場合、数m単位で飛行位
置に誤差が発生するが、ネットワークRTKを利用する場合、手動や自
動に関わらず数cm単位での安定した飛行が可能。初心者でも安全
に運用可能。

活用効果③旋回時間実証 引用元︓宮城県古川農業試験場資料より抜粋
https://www.pref.miyagi.jp/documents/43845/pamphlet_r5.pdf

富山市

複雑な圃場でも正確な
全自動を実施。
※白線が飛行ルート
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https://www.pref.miyagi.jp/documents/43845/pamphlet_r5.pdf









